
自然と暮らす
 海・山・川がすぐそば。世界遺産（高野山・熊野古道）や白良浜も。
 四季折々のアウトドア＆食べ物を満喫できます。

子育て・教育環境
保育所待機児童が少なく、落ち着いた環境で子育てできます。

生活のしやすさ
通勤時間が短く、満員電車とも無縁。
家賃・土地が安くマイホームでゆったりした生活ができます。
人口10万人当たりの一般診療所数は全国1位!
物価も安く、月間消費支出（世帯当たり）の少なさは全国2位！

動物を守る
家畜防疫、動物衛生対策、動物愛護管理

食の安全を守る
食品衛生、食肉衛生、ジビエ対策、畜産振興

災害時の命を守る
災害時の動物救護（飼い主の支援）、緊急防疫対応（鳥インフル、狂犬病対策など）

公務員ならでは
・幅広いフィールドで獣医師の知識を活かせます。
・地域住民と直接つながる、やりがいのある仕事。
・安定した職業、充実の福利厚生。

【勤務条件】
・勤務地：和歌山県内（本庁、保健所、動物愛護センター、環境衛生研究センター、

家畜保健衛生所、畜産試験場、養鶏研究所）
・給 与：初任給おおよそ30万円（手当込み）職歴加算もあり
・応募資格：獣医師免許取得者または免許取得見込者

募集期間は随時
（いつでも受付ます！）
募集期間は随時

（いつでも受付ます！）

【応募方法】
   和歌山県ホームページ「獣医師採用情報」をご確認ください。
生活衛生課 ０７３－４４１－２６２４ 畜産課 ０７３－４４１－２９２０

【公務員獣医師の仕事】

！

自然豊かな環境で、動物、人、地域を守る。
それが公務員（和歌山県職員）獣医師の仕事です。

獣医師採用情報

東京大阪和歌山世帯主
の

片道通
勤時間 40分33分19分

出典:総務省「令和5年住宅・土地統計調査」

都市に比べて通勤時間が短い！

持ち家比率

73.1%



和歌山県職員採用情報サイトより（先輩職員（獣医師）の声を抜粋）

公衆衛生

畜産

Q：県庁で働くことになったきっかけは？
A：動物が好きで獣医師になり、民間の動物病院で働いていました。そんな中で、子供が小学生にな
るまでに定住したいと考え、和歌山へ。獣医師としての資格を生かして仕事ができると考え、和歌山
県で働くことを決めました。

Q：仕事をする上で、大切にしていることは？
A：自分自身の家族のため、無理なく働くこと。動物病院にいたときは、非常に忙しく大
変な思いをしました。公務員の良さは、家庭と仕事の両立が無理なくできること。特に子
供が小さいときは、体調不良のときはもちろん、運動会や参観日などのイベント時にも休
みが取りやすかったので、大変ありがたかったですね。

Q：大変なことややりがいは何ですか？
A：担当している鳥インフルエンザや豚熱は、検査方法やその関連情報が頻繁に更新されます。的確
に把握するために、勉強や情報収集は欠かせません。また、自分の検査が診断、ひいては処分に直結
するため、検査は絶対に間違うことができません。こういった業務はプレッシャーを強く感じますが、
その分やりがいがあります。

Q：「育児時間休暇」を活用しているのですね。
A：毎日1時間の「育児時間休暇」を取得し、時短勤務をしています。子供たちは2歳
と4歳。手のかかる時期ですが、職場の理解も得られ、奮闘しながら仕事と育児を両
立しています。産前産後休暇や育児休業もスムーズに取得できました。

家畜伝染病の予防・まん延防止
「家畜保健衛生所」は家畜衛生の向
上を担い、家畜伝染病の予防や診断、
飼養衛生管理の指導を行う施設です。
私は「病性鑑定課」に所属し、伝

染病が疑われる場合、迅速かつ的確
な診断のための解剖や検査を実施す
る課です。担当はウイルス学的検査。

不幸な猫を無くすプロジェクト
「地域猫対策の推進」「譲渡の促
進」を柱とするプロジェクトに取
り組んでいます。
特に地域猫対策については不妊

去勢手術費用の全額助成などの支
援を行うとともに、愛護センター
では県職員による手術も行ってい
ます。


